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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・種本　てる様～家族面談について、4/20(月)14：30で調整しています。
・山田　石見様～血尿が落ち着いた為、本日昼から白湯300→200mlへ変更し様子を見るよう指示があります。
・奥瀬　一彦様～持参薬が無くなる為、明日から当院切り替えになります。
・和田　正義様～船場Drへ、腹痛が持続している事、また導尿しても排尿少ない等の経過を報告しています。至急、採血・胸部～骨盤部CTの指示があり施行。
　　　　　　　　水分摂取量も少ない為、点滴2本処方。
・菅井　浩子様4/16(木)15：30から、南山苑の訪問調査を実施予定です。
＜安ケ平Dr診察＞

・三上　勇様、菅井　浩子様、竹内　恒子様、奈良　芽乃子様～処方変更ないです。
＜食事変更＞
・澤田　光枝様～むせ込み、口腔内へかき込む様子が見られている為、常食→粥・キザミへ変更しています。
・田名部　清一様～パン禁へ変更しています。
＜要注目患者様＞
・中市　正治様～血圧低値、他バイタルサイン異常なし。食事摂取量は自力で全量摂取しています。
・松橋　トキ様～バイタルサインの異常はないです。日勤帯は傾眠傾向で、声掛け介入
　　　　　　　　要しています。

・種本　てる様～食事摂取量は、朝：2/3、昼：全量摂取しています。バイタルサインの異常はないです。血便持続して見られています。
・山田　石見様～本日は血尿、発熱なく過ごされています。
・阿部　和美様～徘徊・放尿・他室侵入が見られています。介入には易怒性ないです。
・田中　稔美様～日中は、ホールや自室で過ごされています。昼食時、エンシュアをトイレへ捨てる様子が見られています。食事席をトイレから離すよう検討していきます。
・奥瀬　一彦様～徘徊・放尿・他室侵入が見られています。
・大渡　勝男様～食事は時間を要していますが、朝昼共に1/3摂取しています。
・田名部　清一様～日中は、自室で過ごされ特に目立った問題行動はない。夜間帯は、中途覚醒なく休まれています。
・福島　芳子様～一人で立ち歩きが見られています。ふらつきも見られている為転倒転落に気を付けて観察していきましょう。

・甲地　茂子様～食事摂取量は昨日朝：不摂取、昼夕：1/3、本日朝昼共に数口摂取してい
ます。食事摂取量が少ない為点滴を施行しています。バイタルサインの
異常はありません。
＜転入患者様＞
〇澤田　光江様　87歳　女性

・担当主治医：深澤Dr
・入院形態：医療保護1項
・主病名：軽度アルツハイマー型認知症
・身体合併症：幻覚妄想状態、不眠症
・精神症状：物忘れ、物盗られ妄想等
・処遇制限：なし
・退院計画：退院後は施設入所希望。

弟様も高齢であり今後の支援は困難とのことで、後見人申請、施設申し込み
を行っていく。
・現在処置：なし
・食事：自立
・義歯：なし
・排泄：一部介助　　時折失禁あり　最終排便（R2年4月13日）
・清潔：一部介助　最終入浴日（R2年4月日）
・睡眠：良
・買い物カード：家族管理　差し入れ
・CSセット：B-②

・備考：・持参薬あり：ドネペジル(5)１T　

　　　　　　　　　　　メマリー（20）１T　1×朝　

・不眠時1日2回まで：ゾルピデム酒石酸塩錠5mg

 　　　　　不穏・不眠時1日2回まで：リスペリドン内用液0.5ml　1P

・担当ケアマネ：居宅せせらぎ　川口様

・4/13弟様へ、入院前に着用していた衣類は全て返却している。

・緊急時①　澤田　武様：0178-25-2078　
主援助者：弟(次男)、八戸市在住　治療に協力的

　　　　・受け持ち担当：羽田Ｎｓ
独居生活を送っていた。詳細は不明だが、数年前に物忘れの症状ありおっとも脳神経クリ
ニックに受診。医師より認知症の診断を受け、内服薬処方となるが、服薬はしていなかっ
た。また本人の病識が欠如していることもあり治療継続には至らなかった。 H30年11月
頃より通帳や金銭のしまい忘れが見られるようになり、弟夫婦に対しての物盗られ妄想が
出現。また警察に電話する事が過去に3回程あり、弟夫婦も憔悴している状況との事。1
年5月にも同様の件で警察に連絡しており、高齢者支援センター福寿草より相談があり、
R1.11.21当院初診。薬物治療開始となっていた。　4/7ケアマネより連絡あり。4/6深夜
に徘徊あり、包括支援センターの元職員が保護している。また、弟への暴言は続いており、
以前は楽しみにしていたデイサービスも拒否。朝か夜かもわからなくなっている状態であ
る為、症状改善目的にてR2.4.10東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

入院後は、徘徊、暴言や粗暴行為などの精神症状見られず穏やかに過ごす。時折、帰宅要求見られるも説明にて落ち着く事出来ている。食事は、自力で全量摂取。拒薬無し。
